
原市場聖書教会

週　　報

2025.2.16

NO.1037

わたしはぶどうの木、あなたがたは枝です。人がわたしにと

どまり、わたしもその人にとどまっているなら、その人は多

くの実を結びます。わたしを離れては、あなたがたは何もす

ることができないのです。       　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　ヨハネの福音書１５章５節

年間聖句
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主 日 礼 拝

２０２５年　２月　１６日

礼拝奉仕者

説教 ： 若村和仁師　　司会 ： 本多崇兄　　奏楽 ： 本多こずえ姉　　献金 ： 本多守兄　　　 
　受付 ： 若村めぐみ姉  

ワーシップ賛美

祈 り

ワーシップ賛美

使 徒 信 条

主 の 祈 り

賛 美

献 金

感 謝 の 祈 り

聖 書 朗 読

説 教

黙 祷

賛 美

頌 栄

祝 祷

後 奏

報 告

一 同

司 会 者

一 同

一 同

一 同

一 同

一 同

本 多 守 兄

司 会 者

若 村 和 仁 師

奏 楽 者

一 同

一 同

若 村 和 仁 師

奏 楽 者

司 会 者

「 ゆるがない岩」

「 恵み Again」

聖歌２９５番「 成したまえなが旨」

エペソ４章１節～１６節

「 キリストに向かって成長するためには？」

聖歌４７２番「 人生の海のあらしに」

聖歌３８３番「 ちち ・ みこ ・ みたまの」

●礼拝後自家焙煎コーヒータイムがあります。
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聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より抜粋

メッセージ聖書箇所

エペソ４章１節～１６節
1, さて、 主にある囚人の私はあなたがたに勧めます。 あなたがたは、 召され

たその召しにふさわしく歩みなさい。

2, 謙遜と柔和の限りを尽くし、 寛容を示し、 愛をもって互いに耐え忍び、

3, 平和の絆で結ばれて、 御霊による一致を熱心に保ちなさい。

4, あなたがたが召された、 その召しの望みが一つであったのと同じように、 か

らだは一つ、 御霊は一つです。

5, 主はひとり、 信仰は一つ、 バプテスマは一つです。

6, すべてのものの上にあり、 すべてのものを貫き、 すべてのもののうちにおら

れる、 すべてのものの父である神はただひとりです。

7, しかし、 私たちは一人ひとり、 キリストの賜物の量りにしたがって恵みを与え

られました。

8, そのため、 こう言われています。 「彼はいと高き所に上ったとき、 捕虜を連

れて行き、 人々に贈り物を与えられた。」

9, 「上った」 ということは、 彼が低い所、 つまり地上に降られたということで

なくて何でしょうか。

10, この降られた方ご自身は、 すべてのものを満たすために、 もろもろの天よ

りも高く上られた方でもあります。

11, こうして、 キリストご自身が、 ある人たちを使徒、 ある人たちを預言者、

ある人たちを伝道者、 ある人たちを牧師また教師としてお立てになりました。

12, それは、 聖徒たちを整えて奉仕の働きをさせ、 キリストのからだを建て上げ

るためです。

13, 私たちはみな、 神の御子に対する信仰と知識において一つとなり、 一人

の成熟した大人となって、 キリストの満ち満ちた身丈にまで達するのです。

14, こうして、 私たちはもはや子どもではなく、 人の悪巧みや人を欺く悪賢い

策略から出た、 どんな教えの風にも、 吹き回されたり、 もてあそばれたりする

ことがなく、

15, むしろ、 愛をもって真理を語り、 あらゆる点において、 かしらであるキリス

トに向かって成長するのです。

16, キリストによって、 からだ全体は、 あらゆる節々を支えとして組み合わされ、

つなぎ合わされ、 それぞれの部分がその分に応じて働くことにより成長して、

愛のうちに建てられることになります。

「キリストに向かって成長するためには？」 

-3-



今週のワーシップ賛美
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主の祈り

　天にまします　われらの父よ　

願わくは御
み な

名をあがめさせたまえ

御
みくに

国をきたらせたまえ　みこころの天になるごとく

地にもなさせたまえ　われらの日用の糧を

今日も与えたまえ　われらに罪をおかすものを

われらがゆるすごとく　われらの罪をもゆるしたまえ

われらを試みにあわせず　悪より救い いだしたまえ

国と力と栄えとは　限りなくなんじのものなればなり

アーメン

主の祈りは、イエス様が「こう祈りなさい」と教えてくださった祈りです。ですから、

「主の祈り（しゅのいのり）」と呼ばれています。翻訳によって言葉づかいは異なりますが、

新約聖書マタイによる福音書６章９節～１３節に書いてあります。 

使徒信条

我は天地の造り主、 全能の父なる神を信ず。

我はその独り子、 我らの主、 イエス ・ キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、 おとめマリヤより生まれ、

ポンテオ ・ ピラトのもとに苦しみを受け、

十字架につけられ、 死にて葬
ほうむ

られ、 陰
よ み

府にくだり、

三日目に死人の内よりよみがえり、

天にのぼり、 全能の父なる神の右に座したまえり。

かしこよりきたりて生ける者と死にたる者とを審きたまわん。

我は聖霊を信ず。 聖なる公同の教会、

聖徒の交わり、 罪のゆるし、

からだのよみがえり、 とこしえの命を信ず。

アーメン

キリスト教会の最古の信条で， 普遍的に受け入れられ， 告白される信条の一つです。
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御言葉紹介
★ 2025 年 2 月 12 日御言葉

歴代誌 第二　15 章 7 節

しかし、 あなたがたは勇気を出しなさい。 力を落としてはなりません。 あなたがた

の働きには報いがあるからです。」

聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より引用。

●この聖書の言葉の書かれた時代は、 南ユダ王国 3 代目の王様であったアサ王

が預言者より神の御言葉を聞き、 当時国自体が神から離れ、 それぞれ自分勝手

な偶像に頼り、 天地創造主の神から離れ、 国が混乱していた時代でした。 そこで、

神に立ち返る大切さを預言者より語られ、 王様自体が、 国の人々に、 神に立ち

返ろうと励ましているところです。 　

神の御心を求め、 自分の思い通りにならないときにこそ、 被造物全ての想像主

である神を求める大切さを語られたのです。

しかし、 世の中全体が、 神から離れる方向に流されている中で、 正しい歩みを守

り抜くことは難しいことだったのです。 しかし、 勇気を出して、 神立ち帰り正しい

ことを実践しなさいと語るのです。

世の罪の流れから神の正しい歩みに向きを変える時には、 いっときの苦しみを味

わうのですが、 その先には、 「神の報いが必ずある！」 と語るのです。

私たち、 神を求め、 正しく歩むときに伴う苦しみは、 必ず益になるということを

信じて前に進み続けるものでありたいです。 神の正しい方向へ進むために、 信仰

の友と共に神を求め祈り合う事がとても大切なのです。

私たち神の愛の中にあって勇気を出して、 神の愛を実践し互いを活かし合う働き

に進めることを祈ります。

原市場聖書教会

若村和仁
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　　　　　　　　　子供　　 男性　　女性　　　  合計

先週の各集会出席者数

 2 月 12 日（水 )

 2 月 9 日（日 ) 教会学校ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞ 　4 人

礼　　　　　拝    6+0 人    7+2 人  8+5 人   28(21+7）人

　　　　　　　（※各集会 「対面 + ｵﾝﾗｲﾝ」　表記となります。）

夕　　礼　　拝　　 　　　希望者がおられませんでした。

祈　　り　　会      0 人　　 1 人　　5人　　　　　6人

報　　　　告

本日午後の予定

次週主日礼拝（２月２３日〈日〉）

司　　会 ： 本多崇兄

聖　　書 ： エペソ４章１７節～２７節

説　　教 ： 「古い人を脱ぎ捨て新しくされ続ける人生」 若村和仁師　

奏　　楽 ： 本多こずえ姉

讃　　美 ： ワーシップ賛美 「慕い求めます」 「恵み Again」

　　　　　　　　聖歌４２３、 聖歌４６４、 聖歌３８３　

受　　付 ： 若村めぐみ姉　　献金感謝祈祷 ： 本多節子姉

赤 毛 の ア ン（手芸＆洋裁クラス）会費 300 円 10:00 ～ 13:00 頃

集会案内

礼　　　　　拝            　　 　　　　　　  10:30 ～ 12:00
2月 23日（日） ハレルヤキッズ　 　　                         9:30 ～ 10:10

祈    り    会                               10:30 ～ 12:00 頃2 月 19 日（水）

☆自家焙煎コーヒータイム

★聖書を学びたい方、 洗礼を希望される方はお気軽に牧師にご相談ください。

★礼拝後自家焙煎コーヒーをご用意しています。 ご自由にお交わり下さい。

★３月２日は一年に一度の教会総会を行います。 教会員の皆様は予定を調整しご参加ください

　　ますようよろしくお願いいたします。 どうしても参加できない方は、 委任状を２週間前にご用　

　　意いたしますので、 ご提出をお願いいたします。

2 月 18 日 ( 火）

☆若村和仁師　今週の外部奉仕＆予定

・ ２月１８日 （火） ～２月２１日 （金） NPO 法人あまやどり （場所 ： 高麗 or 原市場）

・ ２月２０日 （木）　夕方 hi-b.a. 川越集会 （場所 ： ウェスタ川越）

・ ２月１７日 （月）　午前 名栗学童ミーティング （場所 ： なぐりっ子クラブ）

・ ２月１７日 （月）　夕方～夜 関東宣教区役務者会 （場所 ： 所沢ミューズ）

・ ２月１８日 （火）　夜 PTA 星を見る会 （場所 ： 原市場小学校）

-7-



頌　栄

聖歌３８３

「ちち・みこ・みたまの」

教会ホームページ http://hbc.holy.jp/　E ﾒｰﾙ hibawaka@aol.com

原市場聖書教会
〒357-0126 飯能市下赤工 396-6

TEL:042-977-0254
FAX:042-981-7200

牧　師 :若村和仁　

10:30-12:00

 9:30-10:10

17:00-18:00

 

10:30-12:00

10:00-13:00

10:30-12:00

主 日 礼 拝

ﾊ ﾚ ﾙ ﾔ ｷ ｯ ｽ ﾞ

夕拝（第一は休み）

祈 り 会

赤 毛 の ｱ ﾝ

こひつじﾀｲ ﾑ

日曜あさ

日曜あさ

日曜夕方

水曜

第2第 4火曜日

第 1第 3火曜日

ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞｽﾍﾟｼｬﾙ　
ひと月一回（日曜か土曜日）

 集会案内 

14:00-16:00
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